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生徒信条 ～ 自ら判断し，実行し，責任を持とう ～ 

３年生最後の大会となる宇河地区総合体育大会が開催されました。今年度から、春季大会がな

くなり、夏の総体だけとなりました。宇河地区大会は、部活動によって大会期日の違いがあるた

め、６月から７月上旬にかけて約１ヶ月間行われ、７月には県大会が行われます。３年生は敗退

すると引退となるだけに、３年生はもちろんのことその３年生を支える１・２年生の取り組みも

真剣そのものでした。残念ながら県大会に進出できなかった３年生の皆さん、お疲れ様でした。

２年半取り組んできた部活動では技術の向上だけではなく、人間性を高める多くの経験を積んで

きたことでしょう。学んだことをこれからの人生にぜひ生かしてほしいです。また、県大会に出

場する生徒の皆さん、悔いのないように全力で頑張ってください。下記に地区総体の結果をお示

しいたします。 

○野球 １回戦勝利、２回戦敗退       ○サッカー（清原中との合同チーム） １回戦敗退 

○陸上競技  ３年男子走り幅跳び 第１位 菊池（３の２） 第２位 佐藤（３の１）    

○男子ｿﾌﾄﾃﾆｽ 団体１回戦勝利、２回戦敗退   

個人優勝 並木（３の１）・眞杉（３の２） 県大会出場 山本（３の５）・藏前（３の６）） 

○女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ 団体第３位  

       個人県大会出場 佐瀬（１の２）・鈴木（１の２） 菅又（３の４）・関谷（３の５） 

○男子バスケットボール 第５位       ○女子バスケットボール １回戦敗退        

○弓道    男子団体 C チーム優勝、A チーム準優勝  女子団体 A チーム優勝、B チーム準優勝 

男子個人優勝 北川（３の５） 第８位 板槗（２の５） 

       女子個人優勝 吉澤（３の５） 第２位 柴原（３の３） 第４位 金谷（２の３） 

○バレーボール 第５位 

○バドミントン 男子団体 第３位      女子団体 第７位 

      男子個人ダブルス 第３位 北川（３の２）・山崎（３の２）  

県大会出場 久松（３の２）・深澤（３の２） 荒木（１の２）・北川（１の４） 

   女子個人シングルス 第５位 櫻井（３の６）  

女子個人ダブルス 県大会出場 菅原（３の２）・青木（２の４）永嶌（１の２）・川上（１の３） 

○卓球    男子団体 第９位   女子団体 第３位 

    男子個人ダブルス 県大会出場 黒須（３の４）・河村（２の４） 杉山尚（２の５）・杉山裕（２の５） 

女子個人シングルス 県大会出場 佐々木（３の３） 髙橋（３の６） 茨城（３の５） 石川（３の１） 

天内（３の２）  高瀨（２の１）  

女子個人ダブルス 第３位 茨城（３の５）・髙橋（３の６）   

県大会出場 佐々木（３の３）・佐藤（３の２）  高瀨（２の１）・古川（２の５） 

○剣道    男子団体 敗者復活１回戦敗退     女子団体 ベスト８ 

○水泳    ５０m 自由形 矢野（３の３）                   ※赤字は県大会出場 



 ６月１５日（木）～１７日（土）の日程で、奈良・京都方面への修学旅行を実施いたしました。

初日は小雨に降られましたが、２日目・３日目は快晴に恵まれ、クラス活動や班活動で歴史や文

化を学んできました。修学旅行のテーマは「礼儀と協力」。実行委員を中心に、集団生活の中で

楽しく過ごすためにはどうしたらよいかを深く考え、このテーマを選びました。３日間の集団生

活の中で、思い通りに行かないことがあったり、意見の食い違いもあったりしましたが、生徒た

ちは集団生活における「礼儀と協力」を学んできました。今後の生活の糧となることでしょう。

また、日本が誇る素晴らしい文化財を目の当たりにし、さらに学習を深めてみたいと思った生徒

も多いことと思います。コロナ禍が少しずつ収束に向かう中で、様々な方に支えられて旅行でき

たことに感謝して、この３日間の学びを日常の生活に生かしてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒の皆さんは学級担任と１対１の教育相談を年間３回行いますが、先生方も校長・副校長と

面談を年２回行います。先生方は、５・６月に行われる当初面談で自身の年間目標を設定し、１・

２月に行われる期末面談で、年間の振り返りを行います。先生方も生徒の皆さんと同じように、

目標を立てて実行し、成果や改善点を見いだし、次のステップに向かって頑張っているのです。  

さて、そのような面談において、校長として、先生方に２つの質問をしました。 

①教員を目指したきっかけは何でしたか？  ②最大のアピールポイントは何ですか？ 

面白いことに、同じような傾向が見られました。「きっかけ」として多かったのは、「先生へ 

の憧れ」でした。やはり中学校の先生方は、自身が中学生だった頃の担任や部活動の顧問に憧れ

を抱き、そのような先生になりたくて教員を目指した方が多かったです。また、「最大のアピー

ルポイント」として多かったのは、「誰とでも仲良くなれる」・「協調性」・「子どもや人が好

き」でした。まさに先生方に必要な資質です。生徒の皆さんも、進路を決定する上で、「○○へ

の憧れ」が大きいかもしれません。様々な場面で接する人たちとの出会いをぜひ大切にしてほし

いです。また、自信を持って私の強みは○○ですと言えるといいですね。特技がなくても、自分

の特徴を生かす強みは絶対あるはずです。見つけてみましょう。 

  


